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ABSTRAK 

 

Sebagai pembelajar bahasa Jepang, membaca artikel dalam bahasa Jepang sangat diperlukan, 
membaca artikel bahasa Jepang selain meningkatkan wawasan tentang perkembangan 
kehidupan Negara Jepang dalam segala bidang, juga dapat meningkatkan kemampuan 
berbahasa seseorang. Dalam pembelajaran bahasa Jepang terdapat beberapa keterampilan 
yang dipelajari, salah satunya adalah dokkai. Dokkai adalah keterampilan memahami teks 
dalam waktu singkat. Untuk dapat memahami teks dalam waktu singkat dibutuhkan usaha 
dan langkah-langkah strategis. Tujuan dari penelitian ini adalah untuk mendeskripsikan 
hubungan antara strategi membaca dengan pemahaman membaca teks dokkai dengan 
menggunakan metode deskriptif pendekatan kuantitatif. Pengumpulan data pada penelitian 
ini menggunakan 2 jeni sinstrumen, yaitu test tertulis dan angket yang dilakukan pada 20 
responden. Dari penelitian tersebut, diperoleh hasil nilai koefisien korelasi sebesar 0,91 yang 
menunjukan bahwa terdapat hubungan yang sigifikan antara penggunaan strategi membaca 
selektif dengan kemampuan pemahaman membaca teks dokkai dan sebesar 82% tingkat 
pemahaman membaca teks dokkai dipengaruhi oleh strategi membaca dan 18% oleh faktor 
lain. Oleh karena itu hipotesis dari penelitian ini diterima bahwa penggunaan strategi 
membaca memiliki hubungan positif terhadap prestasi pemahaman membaca mahasiswa 
tingkat  II Departemen Pendidikan Bahasa Jepang tahun ajaran 2014/2015. 

 

 

Kata kunci: Strategi membaca selektif, membaca pemahaman, korelasi 
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ABSTRACT 

 

As a student of the Japanese language, reading the Japanese article is necessary, read the 
Japanesearticle beside to increase knowledge about the development of the life of Japanese 
nationals in all fields, can also increase a someone’s language ability.In the Japanese 
language learning skills learned there are several, one of which is dokkai. Dokkai is a skill to 
understand the text in a short time. To be able to understand the text in the short time it takes 
effort and strategic measures.This  research was conduted to know is there a significant 
relationship between reading comprehension text Japanese skill and reading selective 
stretegies. This research used descriptive method. This research used two kinds of instrument 
to assemble data, which were questionnaire and test. The data were taken by regration and 
colleration technique, which was taking data at once in the same time. The participants of the 
research were 20 students of Japanese Language Departement Indonesia University of 
Education. From the result, it was found that the correlation coefficient 0,91 which is 
significant relationship between reading comprehension text Japanese skill and reading 
selective stretegies and 82% level reading comprehension influenced by selective reading 
strategies and 18% of another factors. Therefore, hypothesized in this research is recived that 
used reading selective have a positive relationship with reading comprehension text Japanese 
skill in 2 level student of Departement of Japanese Language, Indonesia of Education 
University in academic year 2014/2015. 
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読解能力と読書選択的の方法の相関関係  

（2014．2015年度言語文学学部インドネシア教育大学日本語教育学科の第二年生に

対するデスクリプト定量的な研究）  
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      1106330 

 

要旨 

日本語の学習者にとって日本語の記事を読むのは必要だと言われている。なぜなら

日本語の記事を読むと知識が増すだけではなく、言語の能力を上げることもできる。

日本語を学習していると様々な能力を学習する。その一つは読解である。読解は短

い時間に記事を理解する能力である。短い時間に記事を理解するため動力やストラ

テジーが必要である。この研究の目的は、学習者における読解力と読書選択的の方

法の相関関係と読解能力を明らかにする。読解能力と読書選択的の方法は相関関係

であるか、ないかを研究する。この研究は、記述法を用いている。データを収集す

るための方法はテスト、そしてアンケートである。この研究は、2014、2015 年度の

インドネシア教育大学日本語教育学科の二回生 20名を対象とする。データの結果か

ら、相関点は 0,91であり、読解能力と選定的読書方法は比較的良く、読書力は 82%

の影響をうけることが分かった。このことから、2014、2015 年度のインドネシア教
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育大学日本語教育学科の二回生 20名のテストおよび、アンケートの結果から読解能
力は、読解力と比例する関係にあるという仮説が成り立つ。 

 

 

キーワード：読書選択的の方法、読解能力、相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. はじめに 

 

 日本語の学習で学べる能力があり、それは読解、聴解、会話、と作

文である。その能力を初級から上級の日本語学者へ熟練しなければな

らない。日本語の学習者にとして日本語の記事を読むのは必要だと言

われている。日本語の記事を読むと知識を増すだけではなく言語の能

力を上げることもできる。日本語を学習していると様々能力を学習し、

その一つは読解である。読解は短い時間に記事を理解する能力である。

短い時間に記事を理解するため動力やストラテジー必要である。ほぼ

日本語学者は読解の手腕で読書の意味を表せない。 

 このことも読解の授業によく行っている。なぜかと言うといくつか

の原因がある。例えば、読んでいる読書の意味を分かるため学者その
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読書のテーマを表せないといけない。せめてテーマや読書のコンセプ

トの基本的な知識を分かるべきである。 

読書の方法について、brown (読書の方法は読者によるの読解の能力を

上げるための方法である) 基本的には学者の読む策略が読書に於けて

情報を手に入れる事を表せる。読む策略を持っている学生は読書を正

しく読む欲求が高い。したがって、その欲求がある限りがくせいが読

書を優しく分かって、熟練して、さらに読解の能力も達する。 

 

B. 研究の目的 

本研究の目的は以下のようである。 

1.学生による読書選択的の方法使用の一般的な説明を知るためであり、

特に読書選択的の方法使用方策である。 

2．読解テキストを理解するにおけるインドネシア教育大学の日本語

の教育学科の 2年生の量を記述するためである。 

3．読解の短いテキストと読書選択的の方法の使用に関係を知るため

である。 

 

C. 研究の方法 

 テストは一つの種類でがある。第一課は４５分の限り、読解能力の

テストである。次は５分過ぎないでアンケートをやることにした。そ
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の後、収集されたデータを統計的で処理、分析、それに解決する。次

のような数式でテストのデータを下のような分析になった。 

 

D. 研究の用具 

 データを集めるためにテストを行う。テストは読書選択的の方法を

計算するためアンケートを行う。アンケートは 25問である。読解能力

を計算するため、テストを行うテストは 25問である。 

 

E. データ分析および議論 

1. データ収集のテクニック 

本研究データ収集のテクニックは以下のようである。 

a) 読解と読書選択的の方法の理論根拠を知るために文献調査を行

う。 

b) 2014-2015 年度のインドネシア教育大学日本語教育学科の二年

生の学習者の読解能力と読書選択的の方法を知るために、テス

トとアンケートを使用する。テストは 2015 年 11 月 5日の木曜

日に言語美術教育学部のビルでおこなった。 

 

 

2. データ分析  
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本研究は、記述法を用い、定量的を使用である。Sutedi (2011, 

hlm.58) によると、「記述法とは現代に発生状態を説明するために科学

的な手続きを用い行う研究である」と書いておる。 

この記述法の研究には決定、選択、問題をまとめ、データの種

類と収集方法を決定、その決定したデータを解析、解決を引き出すと

いう研究手順でする。その後、収集されたデータを統計的で処理、分

析、それに解決する。次のような数式でテストのデータを下のような

分析になった。 

1. 相関関係の解析 

 係数の相関関係を計るための数式 

 rxy =  
     (  )(  )

√[     (  ) ][     (  ) ]
 

 tを計るための数式 

 t =  
 √    

√    
 

t 点>t tabel の場合、係数の相関関係は有意なだということ

である。 

t 点<t tabel の場合、係数の相関関係は、逆に有意なではな

くなる。 

 

 「Koefisiendeterminan」を計るための数式 
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 KD =  r2 x 100% 

2. 「Regresi」の解析 

 下のような数式で「regresi」の方程式を決定する: 

 

   Y =  a + bX 

 

備考:   Y  = 従属変数 

 X  = 独立変数を影響受ける 

X =０にならば、a  は Yとイコール 

b  = X の影響で与えられた Y の増減を表す

「regresi」の係数 

次には、アンケートのデータを解析ための段階は、下のよう

に進めていくなる。 

1. 各回答及び回答のナンバーを表に揃える。 

2. ひとつずつの各質問及び回答された質問を分析し、記述する。

筆者は下のような数式を使用した。 

 

 

  P = 
 

 
        

備考: 

P = パセント 

f = 周波数誤差 

n = 応答者数 
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3. それから、結果率はアンケートの解釈に即する。 

 

 

 

アンケートの解釈 

パーセンテージの間隔 解釈 

0% いない 

1%-5% 少々 

6%-25% 小分数 

26%-49% 半部以下 

50% 半分 

51%-75% 半部以上 

76%-95 大体 

96%-99% ほとんど 

100% 全部 

(Arikunto, 2006: 263) 

 

 

F. 議論 
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次に、データ分析の結果を述べる。データ分析の結果は以下ような段

階で進めていく: 

1. 半分以上の 3Aクラスの二年生の 2014．2015 年度の学生が簡単

に読解のテキストを読んで理解するために様々なストラテジー

があるのがしている。アンケートの調査結果によると半分以上

の 3A クラスは読書のストラテジーの情報は読んだことある。

本がしている。半分以上の回答者は読書選択的の方法使ってい

る。 

2. 分析の結果によると、平均点の読解能力テストは 7,0１を得る。

学習者の読解能力の平均点は足りないの分類されていた。 

3. 読解能力と読書選択的の方法の間に強い範疇を係数の相関関係

点は 0,91 で表し、それに文型能力及び読解能力の他の変数から

の貢献は 82% 及び 18% である。それによって、有意なの相関

関係を見られる。 
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